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関東の都県と比較すると東京都、群馬

県は中学校卒業まで、茨城県、栃木県は

小学校卒業まで、千葉県は小学校 3年生

までとなっているなど、近隣と比較して

も低い状況です。 

さらに補助率では、全国の多くの都道

府県が 2分の 1の補助率ですが、本県は

2分の 1の補助が 15 市町村、3分の 1の

補助が 15 市町、政令市は 4 分の 1 とな

っています。 

知事はこれまでも 2008 年の制度変更

時の市町村との協議でまとまったと述

べていますが、市町村から制度変更への

反対意見も多く、最終的に県の判断で決

めたというのが、実情だと思います。だ

からこそ、毎年、制度の充実の要望が市

町村から出ているのではないでしよう

か。 

市町村の努力に応えてこなかった県

の姿勢は改め、小児医療費助成制度の拡

充を図るべきと考えますが、知事の見解

を伺います。 

【黒岩知事】 

 

 

 

 

３．障がい者福祉の充実について 
（１）障がい福祉に係る条例について 

ア 条例制定について 

知事は、当事者目線の障がい福祉を打ち出し、県立の障がい者施設を通過型施設と位置づけ、障

がい者の地域移行を進めること、当事者目線の障がい福祉に係る将来展望検討委員会からの提言で、

普遍的な仕組みづくりのために条例制定の方向性を示されました。 

私は、2019 年の第 2回定例会の代表質問で、障がい者の差別解消に係る条例制定について質問を

しましたが、知事は、条例制定の考えはないとの答弁でした。その点から大きく変化したことは大

切なことだと思います。 

普遍的な仕組みづくりということであれば、当事者や関係団体、学識経験者なども入れた検討組

織をつくって進める必要があると思いますが、知事の見解を伺います。 

また、当事者や関係団体の意見を十分に反映するために、スケジュールの見直しが必要と思いま

すが、知事の見解を伺います。 

【黒岩知事】 

 

 

 

 


